
平成２７年９月 東御市教育委員会 定例会会議録  

１ 日 時 

   平成 27 年（2015 年）9 月 28 日（月） 午前 10 時 30 分から午前１１時 35 分まで 

２ 場 所 

   市役所庁舎 2階  第 2 委員会室 

３ 議 題 

３ 議題 

（１）協議（審議・検討） 

議案第 22号 就学援助費支給の認定について 

 

 

（２）報告 

ア ９月定例議会の教育委員会関係について 

（ア）一般質問 

（イ）平成 26年度決算及び定期監査報告 

 

イ 教育課  

（ア）東御市ＬＤ等通級指導教室設置要綱について 

（イ）いじめ、不登校の状況等について 

（ウ）全国学力・学習状況調査について 

（エ）ＱＵ結果・ＣＲＴ学力検査結果について 

（オ）学校の防災訓練実施状況について 

     

ウ 生涯学習課  

（ア）伊勢原遺跡緊急発掘調査中間報告について 

（イ）体育協会からの要望について 

        

   

（３）次回定例教育委員会の開催日・場所について 

     10 月 日（ ） 

 



４ 出席者 

○教育長              牛 山 廣 司 

○委 員 

     教育長職務代理者   下 村 征 子 

     委          員   小 林 経 明 

     委          員   小 林 利 佳 

     委          員   直 井 良 一 

 

 

  ○その他     

     清水教育次長、小林教育課長、勝山生涯学習課長、 

武田学校教育係長、坂口青少年教育係長、 

     畑指導主事、小林指導主事 
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会議録  

清水教育次長 

おはようございます。９月の定例教育委員会を開催させていただきます。教育長からごあいさつ

をお願いいたします。 

 

牛山教育長 

 本会の前に行なわれました第３回総合教育会議で教育大綱をお認め頂き、ありがとうございま

した。 

学校は運動会の練習を一生懸命しております。中学校は学芸発表会がありました。大変、真剣

に取り組んでおりよかったと思います。 

かつての東部中学校の状況から見ると、大変静かに聴いていると感じました。皆さんの教育の

ご尽力の成果と思います。その影には悩んでいる生徒もいるかと思いますが、力をひとつにして

進めていかれればよいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

清水教育次長 

ありがとうございました。それでは、議題以降は教育長の進行でお願いいたします。 

 

牛山教育長 

それでは議題についてお願いいたします。 

（１）協議 議案第２２号 就学援助費支給の認定について〈非公開〉 

個人情報の関係もありますので非公開とします。よろしいでしょうか。 

 

全委員 

異議なし。 

 

牛山教育長 

それでは、非公開とします。 

 

次に（２）報告 ア ９月定例議会の教育委員会関係について 

（ア） 一般質問について 説明をお願いします。 

 

清水教育次長 

平成 27 年東御市議会第 3回定例一般質問通告一覧表について報告。 
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牛山教育長 

つづけて（イ）平成２６年度決算及び定期監査報告についてお願いします。 

 

小林教育課長 

教育部の各課共通事項及び教育課について報告。 

 

勝山生涯学習課長 

生涯学習課について報告。 

 

牛山教育長 

次にイ 教育課 （ア） 東御市ＬＤ等通級指導教室設置要綱について 

（イ）  いじめ、不登校の状況等について 続けてお願いします。 

 

武田学校教育係長 

（ア）東御市ＬＤ等通級指導教室設置要綱について報告。 

 

小林指導主事 

（イ）いじめ、不登校の状況等について報告。 

 

牛山教育長 

ここまでで質問がありましたらお願いします。 

 

直井委員 

東御市にはフリースクールはありますか。 

 

小林指導主事 

東御市にはありません。佐久と上田にあります。 

 

直井委員 

全国にはフリースクールは４８０くらいありますよね。東御市には無いのですね。 

 

小林指導主事 

第２の学習の場が少ないように感じます。学校がそれを補っているということもあります。 

 

直井委員 

あまり、フリースクールのことを助長してもいけないと思いますが。 
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小林指導主事 

そうですね。先日、さいたま市のフリースクールについてテレビで放映されていました。 

 

牛山教育長 

不登校には直接関係はしてきませんが、家庭の状況を見ていかないといけないと思います。不

登校が減ってきていて一人ひとりを見ていける状況になってきています。よく見るには家庭のこと

を知らないと支援できない事が見えてきています。 

 

小林経明委員 

行政としての限界がありますね。 

 

牛山教育長 

学校として、対応しなくてはいけないことはかなりしてきたと思います。先ほどのようにフリースク

ールのような学校以外の学びの場を広げていく必要がありますけれど、不登校になる原因状況を

しっかり捉えていかないといけないと思います。学校に地域の方が入り指導支援していただいても、

そのことについては限界が見えてきていると思います。新たな手立てが必要となっています。 

 

小林経明委員 

そうですね。 

 

清水教育次長 

１９市の中で、中学生の不登校在籍比率が１．0 を下回っているところが２市あります。別の手

立てをしているようです。近いうちに指導主事に視察に行っていただき、学校応援団というものの

他によい手立てがあれば、勉強させていただきたいと思っております。 

 

牛山教育長 

次に（ウ）全国学力・学習状況調査について （エ） ＱＵ結果・ＣＲＴ学力検査結果について続け

てお願いします。 

 

畑指導主事 

（エ）ＣＲＴ学力検査結果について （ウ）全国学力・学習状況調査について（エ）ＱＵ結果につい

ての順に報告。 

 

牛山教育長 

ご質問等ございますか。 
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小林経明委員 

授業実態がよくないから満足度が低いと思います。 

 

清水教育次長 

補足をいたします。ＱＵの一覧表をご覧いただきました。この後に膨大な資料がございます。学

校ごと、クラスごとに分析が出来ています。それを追っていくと個人までわかります。平均するとこ

のようなことになるのですが、クラスによっては各校かなり気にかけなくてはならないクラスがあり

ます。校長先生や先生方は分析する中でクラスの雰囲気だけではなく教師の力による部分、或い

は教師を支援する、補う必要があるところがあちこちにあると思いますので、分析をする中で満足

度を高められるような方向を検討していただく必要があると思います。 

 

直井委員 

学校として、どういう検討をして方向を出していくかお聞きしたいと思います。特に中学３年生が

とても心配です。全体として、このような結果が出ましたが、方向性だけは示していただきたいと思

います。 

 

畑指導主事 

はい。学力向上委員会の中で検討しているところです。報告いたします。 

 

牛山教委長 

直井委員の意見につきまして、校長との面談が近々ありますので、学力、ＣＲＴ、ＱＵについて、

対応をどのようにしていくか、校長先生方は学力については学力向上プランを活用したり役立つ

ように話をしていきたいと思います。 

 

直井委員 

毎年高いのは秋田、富山、福井、石川 ですね。 

 

小林経明委員 

北陸３県はコンパクトシティです。おそらく、行政と連動していると思います。 

 

清水教育次長 

昨年秋田へ視察に行きました。県教委の姿勢、予算のかけ方がだいぶ違います。秋田は以前

全国最低レベルだったのを挽回しようとして、県を挙げて取り組んだ結果トップクラスとなっていま

す。 

ただ、自殺者も多く、必ずしも全部がうまくいっている訳ではありません。学校教育に関しては目

から鱗という事が多くありました。 



- 5 - 

 

牛山教育長 

学力ばかりに拘ると、マイナス面が出てくるところもあります。充分注意していかなければいけ

ないところです。校長や学力向上委員会に話をするとき、或いは主事が指導していくときは注意が

必要だと思います。今日はマイナス面に目が向いてしまいましたが、一貫教育の成果が出ている

のは十分分析していかなければいけないと思います。そのよさを他の学校にどんどん広げていく

ことが大事だと思います。 

かつて自殺が多かった時代がありました。大きなうねりのようなものでしょうか。秋田がよけれ

ば、周囲の県が「頑張ろう」という気になると思います。よい手立てがあればよいが、ただ一生懸

命やっているというだけでは、生徒は萎縮すると思います。 

 

下村委員 

ＱＵ調査の一人ひとりを追っていくというのがとても大事です。その上に学力ということですね。

先ほどのことについて、一人の児童について具体的に申し上げますと、転校してきたばかりの頃

は暗い顔をして誰ともしゃべらず、本ばかり読んでいました。その児童は夏休み明けには明るい

表情となり皆と出来るようになり、運動会の練習も積極的に関われるようになってきました。生活

がよい雰囲気になってくると勉強もよくなってくると思います。ＱＵ調査は基盤となっているので一

番大事だと思います。 

 

清水教育長 

学力テストが新聞に載ったり、県の比較、学校の比較というようになってきていますが、ＱＵを基

盤にＣＲＴで学力分析をしていく今までの手法をしていくことが一番大事だと思います。 

 

下村委員 

よいと思います。 

 

牛山教育長 

方向性を頂きました。ありがとうございます。 

次に（オ）学校の防災訓練実施状況についてお願いします。 

 

武田学校教育係長 

小中学校 ９月の防災訓練実施状況説明。 

 

牛山教育長 

続いてウ 生涯学習 （ア）伊勢原遺跡緊急発掘調査中間報告についてお願いします。 

勝山生涯学習課長 

伊勢原遺跡緊急発掘調査中間報告について説明。 
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牛山教育長 

（イ）体育協会からの要望についてお願いします。 

 

勝山生涯学習課長 

要望書の提出がありました。一つ目は修繕についてです。市民プールについて、施設の存続を

希望しています。その他の要望で中央公園の駐車場の増設、グラウンドのトイレの新設、洋式化

です。 

個々としまして、大きなものとしては、北御牧体育館の屋根の修繕、プールのシートの張替え、

ウォータースライダーの着水プールの改修です。費用がかかりますので、今後の検討委員会の中

で決定していきたいと思います。 

 

牛山教育長 

要望は色々ありますが、今後このことについては検討していくようにお願いします。 

次回の定例教育委員会の開催日についてですが、１０月２６日（月）午前９時４０分より北御牧

小学校で参観後に開催します。 

以上で本日の 9月定例教育委員会を閉じさせていただきます。



 

 


